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人文社会科学研究所委員　柴沼　晶子
1．研究報告会の主旨
　敬和学園大学英語英米文学科では2000年度及び2001年度に文部科学省初等中等
教育局助成の「教職課程におけ教育内容・方法の開発研究事業」の委嘱を受け、学科内に
英語科教育法カリキュラム研究会を設け、『教職課程における英語の実践的指導力の養
成：学内及び地域の中学校におけるティーム・ティーチング・プログラムを含む英語科指
導力向上のためのカリキュラム開発』の標題のもとに共同研究を行ってきた。
　具体的には教職課程履修者（英語科）の実践的指導力の向上のために、1995年度か
らネイティヴ・スピーカ
一が担当する学内での初
級レベルの英語の授業で
のアシスタント体験と、
2000年度から地域の
聖籠町立聖籠中学校での
学習支援体験によって英
語の実践的指導力を養う
ことをめざし、さらにそ
れらの体験を教科教育法
と関連させながらどのよ
うに教職課程に位置付け
るべきかを考察すること
を目的とした研究であっ
た。
　この研究の実践報告と
して、2001年12月
8日に県下の中学校と高
等学校の英語担当者を対
象にTAを使った公開授
業とコミュニカティヴ・
アプローチによるワーク
ショップを行った。
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2．プログラム
当日のプログラムは以下のようである。
計画広告
10：00～10：15　開会
10：15～11：00　公開授業
　　　　　A：「TAを使った授業」　　　　　　メアリー・ヒューズ／西川美由紀（TA．）
　　　　　B：「リーディングの授業をコミュニカティヴに」　　　　マーク・フランク
11：15～12：10　公開授業
　　　　　C：「TAを使った授業」　　　　　　ジョイ・ウィリアムズ／相馬里美（TA）
　　　　　D：「ディスカッションとディベート」　　　　　　　コンラッド・マツモト
13：00～13：40　ワークショップ
　　　　　A：「インターネット英語」　　　　　　　　　　　　ジェームス・ブラウン
　　　　　B：「ペアやグループ・ワークを使った会話とリーディングの練習」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　古川　登美子
　　　　　C：「授業で使えるウォーミング・アップとゲーム」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メアリー・ヒューズ／コンラッド・マツモト
　　　　　D　「会話練習を効果的に活用しよう」　　　　　　　　　　マーク・ランク
　　　　　E：「ベア・ワーク、グループ・ワークのためのアイディア」
13：50～14：30　ワークショップ　　　　　　　　　　　　　ジョイ・ウィリアムズ
　　　　　A：「ペアやグループ・ワークを使った会話とリーディングの練習」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　古川　登美子
　　　　　B：「授業で使えるウォーミング・アップとゲーム
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メアリー・ヒューズ／コンラッド・マツモト
　　　　　C：「会話練習を効果的に活用しよう」　　　　　　　　　マーク・フランク
　　　　　D：「ライティング：“Ask　Beth”と“Dennis　the　Menace”の利用法」
14：30～15：30　閉会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中村　義実
　　　　15：30　オープン・セッション
3．参加者の評価
　参加者は中学校教員11名、高等学校教員28名、その他3名の合計43名であった。
参加者のアンケートの内容は研究報告書、『教職課程における英語の実践的指導力の養
成一学内及び地域の中学校におけるティーム・ティーチング・プログラムを含む英語科指
導力向上のためのカリキュラム』にその詳細が報告されているが、本学のTAを使った授
業や英語の授業実践に対して高い評価を得た。とくに参加者各位が自らの英語の授業にそ
のまま応用でき有意義であるとのコメントが多かった。さらに今後もこのようなワークシ
ョップを企画してほしいとの強い要望が寄せられた。
　本学ではこれを期に次年度からこのようなワークショップを英語英米文学科主催で行っ
ていくことを計画している。
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